安威川ダム訴訟概要
	１．ダムについて
	名称
	安威川ダム

	
	河川名
	安威川

	
	水系名
	淀川水系

	
	ダムの規模
	ロックフィルダム（堤高82.5ｍ／堤頂長368.5ｍ）

	
	
	総貯水容量2290万m3／有効貯水容量2130万m3

	
	
	集水面積52.2km2　本体工事費976億円（H11年度価格）

	
	ダム建設の根拠法
	河川法（１級河川指定区間）

	
	建設主体
	大阪府（土木部河川室）

	
	建設目的
	洪水調節
：ダム地点計画高水720m3/sのうち600m3/sを調節し、神崎川合流点前で計画高水1,750m3/sを1,250m3/sへ低減

	
	
	水道用水
：大阪府営水道へ新規最大76,000m3/日を供給

	
	
	流水の正常な機能の維持
：安威川沿川の既得用水の安定取水と河川環境保全

	
	
	

	２．訴訟について

（複数の訴訟があるときは、いずれについてもお答え下さい。）
	(1)
	裁判所
	（提訴検討中）

	
	
	事件番号
	

	
	
	事件名
	

	
	
	原告
	

	
	
	被告
	

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	

	
	
	
	

	
	(2)
	裁判所
	

	
	
	事件番号
	

	
	
	事件名
	

	
	
	原告
	

	
	
	被告
	

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	

	
	
	
	

	
	(3)
	裁判所
	

	
	
	事件番号
	

	
	
	事件名
	

	
	
	原告
	

	
	
	被告
	

	
	
	参加人
	

	
	
	
	

	
	
	主要な争点
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	進捗状況
	

	
	
	
	

	３．原告側の体制
	弁　護　団　員
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	原告を支援する学者・専門家の氏名、所属、専門
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	４．その他、

特記事項
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


